
平成 21 年度 事業計画書 

 

1．研究交流助成事業 

 情報科学の国際研究交流推進事業の一環として、研究者海外派遣助成、外国人研究者 

交流助成、国際研究集会助成、特定分野研究交流助成の研究交流助成事業を実施する。 

   

  予   算 11,840,000 円               

 

 （1）平成 21 年度研究者海外派遣助成 

  助成金 4,000,000 円 

  助成件数 約 20 名 

  募集時期 1. 前期助成 

    対象派遣期間－平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 8 月末日 

   2. 後期助成 

               対象派遣期間－平成 21 年 8 月 1 日～平成 22 年 3 月末日 

                 募集締切－平成 21 年 6 月末日 

               3. 平成 22 年度前期助成 

                対象派遣期間－平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 8 月末日 

                 募集締切－平成 22 年 2 月末日 

  申請方法 所定の申請用紙に必要事項を記入し、当財団に提出する。 

      選考方法 当財団の選考委員会において選考し、理事長が決定する。 

  成果報告 帰国後 1 ヵ月以内に報告書を当財団に提出するものとする。 

 

 （2）平成 21 年度外国人研究者交流助成 

  助成金   1,000,000 円 

  助成件数 約 4 名 

  申請方法 外国人研究者本人あるいは受入れ責任者が申請者となり、所定の申請書に 

   必要事項を記入し、当財団に提出する。 

  募集、選考等については、平成 21 年度研究者海外派遣助成に関する事業計画を準用 

  する。ただし、文中の「派遣」とあるのを「交流」と読み替えるものとする。 

  

 （3）平成 21 年度国際研究集会助成 

  日本における情報科学に関する国際研究集会の開催を奨励するとともに国際的研究交流 

  を促進することを目的に、国際研究集会の開催助成を行う。 

  助成金 500,000 円 

  助成件数 1 件 

  応募資格 1. 大学等学術研究機関又はこれと同等と認められる機関に所属する研究者 

             2. 日本において情報科学に関する国際研究集会を開催する研究者 

  募集方法 情報科学の関係学会を通して募集要項等を電子的に配布するとともに当 

   財団ホームページ上に掲載して公募する。 

  募集時期 平成 21 年 5 月～6月上旬 

      申請方法 所定の必要事項を記入し、当財団に提出する。 

      選考方法 当財団の選考委員会において選考し、理事長が決定する。 

      成果報告 国際研究集会終了後、報告書を当財団に提出するものとする。 

 



 

 （4）平成 21 年度特定分野研究交流助成  

  ソフトウェア分野における研究課題の戦略的な方向付け、さらに情報技術の将来を見通し 

  た研究課題の提言を社会に向けて発信することを目的に、産学の専門の研究者による調 

  査研究グループを組織し、広く海外の研究開発の状況の調査・分析等研究交流を行う。  

  助成金    3,000,000 円 

  助成件数 若干件 

  応募資格 1. 大学等学術研究機関又はこれと同等と認められる機関に所属する研究者 

             2. ソフトウェアを中心とした情報技術の諸分野に携わる研究者であること 

  募集方法 ソフトウェア関係の学会を通して募集要項等を電子的に配布するとともに当 

   財団ホームページ上に掲載して公募する。 

  募集時期 平成 21 年 5 月～6月上旬 

      申請方法 所定の必要事項を記入し、当財団に提出する。 

      選考方法 特定分野研究交流助成運営委員会において選考し、理事長が決定する。 

      成果報告  当財団ホームページに成果報告を掲載するとともに報告会を開催する。 

 

2．研究者交流促進事業 

 
  研究者交流促進事業基金規程に従い、教育的国際交流助成、国際交流促進助成、講演会等 

   に対する助成及び学会誌等の翻訳を行う。 

   各助成対象事業については ACM（国際計算機学会）日本支部が実施する。 

  予   算 9,085,000 円 

 

 （1）平成 21 年度教育的国際交流助成 

  ACM（国際計算機学会）が世界的規模で開催している国際大学対抗プログラミングコンテ 

  ストのアジア地区予選の開催及び世界大会への派遣を助成する。さらに、若手研究者に 

  よるプログミングに関するワークショップに対して助成を行う。 

  助成金 6,000,000 円 

     

 (2)平成 21 年度国際交流促進助成 

  情報科学における指導的立場の研究者交流を目的に、ワークショップ等への派遣に係る 

  渡航費の助成を行う。  

  助成金 150,000 円 

 

 (3)学会誌 CACM（The Communications of the ACM）の翻訳・刊行  

  ACM の学会誌である CACMの特集記事を翻訳し、当財団ホームページに掲載し、電子 

  出版する。なお、翻訳監修は各号のテーマを考慮し、専門の研究者に依頼する。 

 

3．機関誌の作成 

 財団の活動状況および助成報告等を広く一般に周知するため、財団機関誌「イズ」第 28 号を 

    作成し、賛助会員、寄付者、大学等学術研究機関等関係機関等に対して送付する。 

 

  

以  上 


